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圏
央
道
県
内
全
線
開
通

つ
く
ば
方
面
開
通
で
よ
り
快
適
に

つ
く
ば
方
面
に
よ
く
出
か

け
る
の
で
、
時
間
が
短
縮

さ
れ
て
便
利
！
た
く
さ
ん

利
用
し
た
い
で
す
。

千
葉
や
成
田
に
行
く
の

に
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

便
利
に
な
る
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す
！

圏央道を
使うとつ

くばのお

ばぁちゃ
んちが近

くなるの

で、遊びに
行きたい！

圏央道を
使ってデ

ィズ

ニーラン
ドに行き

たい！

この日を待ち望んでいました！

SAKAI's voice

インタビュー

圏
央
道 
つ
な
が
る

フィナーレを飾る通り初めで、境町は水素自動車MIRAI で登場！

式典での石井啓一国土交通大臣のあいさつの様子

快晴の中、多くの参加者に見守られながら行われたセレモニーでの、
テープカット、くす玉割、ナンバリング標識の除幕の様子

道の駅さかいの物産展ブースでは、
いちごマルシェのジェラートや
sinamonn のシフォンケーキなどが
販売され大盛況！開通区間のイベント参加者を乗せて到着した多くのバス

舞を披露した塚崎の獅子舞に厄除け
をしてもらうイベント参加者

Connect w
ith the K

E
N

O
D

O
記念式典レポート

開通記念の旗を振りながら、通り初めの車を見送るイベント参加者

圏央道
開通に

ついて
行ってみたいところは？

圏央道は地域にとって大
事なのもの。成田方面な
どへも早く行けて最高で
す。これからたくさん利
用していきたい。

つ
く
ば
の
実
家
に
行
く
の
に
今

ま
で
1
時
間
か
か
っ
て
い
た
け

ど
、
こ
れ
か
ら
は
30
分
で
行
け

る
の
で
、
と
て
も
便
利
だ
と
思

い
ま
す
！

チームで柏市のサッカーチーム
「柏レイソル」の試合を見に行きたい！

境
町
塚
崎
香
取
神
社
大
賀
宮
司

▲

▲境トリニタスジュニアの皆さん

ナンバリング標識の序幕を

行った石川桃花さん（下砂井）

交通量：1日最大27,000台 !!
（3月 4日：境古河 IC ー坂東 IC）

　
２
月
26
日
に
圏
央
道
境
古
河
IC
か
ら
つ
く
ば
中
央
IC
区
間
が
開

通
し
、
記
念
式
典
が
常
総
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
常
総
IC
に
て
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
主
催

者
で
あ
る
石
井
国
土
交
通
大
臣
や
橋
本
知
事
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
開
通
区
間
首
長
ら
に
よ
る
く
す
玉
割
り
、
開
通
区
間
の
代
表

小
学
生
に
よ
る
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
標
識
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
標
識
」
は
路
線
名
と
と
も
に
路
線
番
号
を

記
し
た
も
の
で
、
訪
日
外
国
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
す
る
狙
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
物
産
展
、
塚
崎
の
獅

子
舞
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
こ
の
区
間
の
交
通
量
は
、
茨
城

県
内
全
線
開
通
後
か
ら
3
月
10
日
ま
で
で
、
１
日
平
均
２
万
４
千

台
で
、
さ
ら
に
今
後
の
交
通
量
が
増
加
す
れ
ば
4
車
線
化
の
方
向

へ
進
ん
で
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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つながるミライ‼
境古河 IC

坂東 IC 常総 IC

つくば中央
IC

      KEN-O EXPWY

圏央道
県内全線開通

祝祝

　今回の開通で東名高速道から東関東自動車道まで、
東京から放射状に延びる高速道路が圏央道で結ばれ、
境古河 IC から東京都心方面だけでなく、東北・関西
方面へも抜群のアクセスに向上しました。
　町では、東京から 50 ｋｍ圏内という交通の利便性
を活かし、境古河 IC 周辺地区 24.6ha の産業用地整備
と企業誘致に積極的に取り組んでいるところです。す
でに境古河 IC からおよそ 5km の地点に日野自動車古
河工場が全面稼働を開始しており、これからはますま
す「人やモノの流れが大きく変わる」ということが実
感できるのではないかと思います。
　人口減少時代到来の中、人口増加は地方創生の課題
であり、解決するためには目の前のチャンスをしっか
りつかむことが重要です。境町は、これまでの子育て
支援政策や移住定住サポートへの取り組みにより、毎
年 250 人程度減り続けていた人口が、ゆるやかに下
げ止まりつつあり、政策の効果を実感しはじめたとこ
ろです。今回の圏央道県内全線開通に弾みをつけ、さ
らなる子育てや教育、移住定住政策を拡充することに
より活気ある境町をつくって参りたいと思います。
　また、成田空港へも約 1 時間の距離となったことで、
圏央道のグローバルな活用についても期待しており、
昨年開催された G7 茨城・つくばサミットでも各国大
臣に振る舞われた「さしま茶」や米・生鮮野菜の輸出
についても販路拡大を期待しております。

　本県は、「人が輝く 元気で住みよいいばらき」づく
りの基盤となる陸・海・空の広域交通ネットワークの
整備を推進し、働く場の確保や交流人口の拡大に力を
注いで参りました。お陰を持ちまして、企業の立地も
全国トップレベルの実績を上げ、特に圏央道沿線地域
では、日野自動車や雪印メグミルクなど、多くの企業
に立地いただき、昨年 11 月には、アイリスオーヤマ
の LED 照明の生産拠点の立地も決定いたしました。
　この度の圏央道県内区間の全線開通で、本県は東名
高速まで結ばれ、これまでの東京を中心とした放射型
の人やモノの流れに、新たに都心部を経由しない環状
型の流れが加わりました。これにより、移動時間の短
縮や定時性の確保などが図られますほか、境町からも
大変近くなった茨城空港や茨城港・鹿島港など、既存
インフラの利用促進も期待されますことから、様々な
分野で本県の発展に繋げていきたいと考えております。
　こうした中、境町におかれましても、国道４号の春
日部古河バイパスや国道 354 号境岩井バイパス、さ
らに境古河 IC 周辺地区の整備が着実に進められ、今
後、更なる発展が期待されております。また、県と一
体となってサイクリングによる町おこしなどにも積極
的に取り組んでいただき、大変心強く感じております。
　県では、引き続き、企業の誘致や観光誘客、早期の
４車線化に向けて力を注いで参りますので、境町の皆
様におかれましても、なお一層のご支援、ご協力をお
願い申し上げます。

境町長　
橋
は し も と

本　正
ま さ ひ ろ

裕　
茨城県知事　
橋
は し も と

本　昌
まさる

　

「圏央道開通で
つながるミライ」

「圏央道県内区間の
全線開通にあたって」

成田方面へのアクセスも
快適に！
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圏
央
道
県
内
全
線
開
通

圏央道で境町をもっと身近に！
様々な町の取り組み

2 月 26 日（日）15 時開通しました！

2月 26日の県内全線開通以降
「道の駅さかい」にも観光バスツアーや

観光客がますます増えています！

テレビ東京
「 W

ワールドビジネスサテライト
B S 」でも

紹介されました

体験型の充実、イベントの誘致、感謝祭などで町の魅力を伝えます！

境町に
こーい

こいっ♥

　ふるさと納税の返礼品として、都内からレンタカーを使って境
町に遊びに来てもらう体験プランが登場。24 時間無料のレンタ
カーを借りて境町へ出発！　「道の駅さかい」で楽しめる 2 名様
分のお食事券を使って、幻の豚梅

めいしゃんとん

山豚のキーマカレーや豚ねぎつ
けそばなど、お好きなメニューを堪能！　
　さらには地元の新鮮野菜の詰め合わせがお土産としてもらえる
たいへんお得なプランです。
　ほかにも、利根川河川敷のリバーサイドパークにて、セグウェ
イオフロードツアーや準備・片付け不要の「手ぶらでバーベ
キュー」などを楽しんでもらえばもっと境町を満喫できること間
違いなし。
　このプランを体験してもらうことで、寄附者の方に境町の魅力
をたっぷりと知ってもらい「また来たい！」「都心から来やすい」
と思ってもらえるきっかけづくりを目指します。

都内からレンタカーで行く
茨城県境町体験プラン

体  験  型　ふるさと納税

　道の駅さかいでは、圏央道茨城区間全線開通記念メ
ニューとして「圏央丼」を発売します。
　境町産のお米をふっくら炊き上げたご飯の上に、シャキ
シャキのサニーレタス、茨城県産の豚肉をじっくり過熱し、
やわらかく仕上げたローストポークは、特製の和風だれと
よく合いご飯がすすみます！
　また、圏央道をイメージした境町産の小松菜がアクセン
トになっていて、見た目にも楽しい丼です。
　ぜひ圏央道を利用して「圏央丼」を食べに来てください！

圏央道開通記念
特別メニュー

特  産  品　道の駅さかい

▲圏央丼そばセット
　1,000 円（税込）

温泉たまごを絡めると
さらに美味しい！



町
内
中
学
校
　
卒
業
証
書
授
与
式

3 月 10 日境一中・境二中で
卒業式が行われ 239名の皆さん

が新たな門出を迎えました。祝  卒業おめでとう！

境第二中学校 境第一中学校
卒業

保護者の皆さんが卒業生の記念撮影をする様子卒業生一人ひとりに言葉を贈る片倉美代子先生 黒板いっぱいに綴られた先生からのメッセージ卒業生に花を手渡す在校生卒業式の様子 卒業証書授与の様子

福島愛珠さん、安藤歩美さん

若本咲来さん、野村綾さん、木村友乃さん、木村寛人さん

秋田翔吾さん
（写真左から）染谷彩美さん、中﨑友楽さん、上野陽南さん、

倉持祢々花さん、上野ひづるさん 

上原有翔さん、大串涼太さん 

（写真左から）鹿久保美優里さん、小口真由香さん、
落合愛恵さん、田村菜花さん

倉持祐介さん、倉持翼さん、倉持宏成さん中村碧さん、中嶋栞里さん
鈴木桂介先生、木村諒大さん、古橋由美子先生

中村紗希さん

清
水
祭
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
ウ
ル
ト
ラ

タ
イ
ガ
ー
を
踊
っ
た
の
が
、

最
高
の
思
い
出
で
す
！

清
水
祭
の
有
志
発

表
で
、
た
く
さ
ん

練
習
し
た
ダ
ン
ス

を
踊
り
ま
し
た
！

清水祭で１カ月くらいかけて
ダンスを練習した有志発表が
とても楽しかったです。

甲
子
園
に
出
場
し

て
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
る
の
が
夢
で

す
。
高
校
に
行
っ

て
も
野
球
を
頑
張

り
ま
す
！

３
年
間
ず
っ
と
頑

張
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
思
い
出
で
す
。

後
輩
と
の
お
別
れ
が

さ
み
し
い
で
す
。

清水祭で４人でダンスを発表した
ことがとてもいい思い出！別々の
高校に行っても仲良しでいます！

将
来
の
夢
は

教
師

部
活
で
初
め

て
点
を
と
っ

た
時
が
一
番

の
思
い
出

将
来
の
夢
は

医
療
系
の
仕
事

将
来
の
夢
は

英
語
を
生
か

し
た
仕
事

部
活
動
で
皆
で
県

大
会
に
出
場
し
３

位
に
な
っ
た
こ
と

体
育
祭
！

中
学
校
３
年
間

全
部
が
思
い
出

卒業インタビュー

思い出　夢と

京都・奈良に行った修
学旅行が思い出です

体
育
祭
で
青
組
の
団

長
を
や
っ
て
応
援
優

勝
を
と
れ
た
こ
と
が

思
い
出
で
す

先
生
！

３
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒業生へ祝辞を述べる橋本町長

guraduation   interview
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橋本正裕町長　 前衆議院議員遠藤乙彦氏　 AKI 財団法人大類晶嗣理事長

Ａ
Ｋ
Ｉ
財
団
法
人 

大お
お
る
い類　

晶あ
き
つ
ぐ嗣 

理
事
長

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
英
語
教
育
を
取
り
入
れ

子
ど
も
た
ち
に
世
界
基
準
の
英
語
力
を 

」

「
本
当
に
身
に
つ
く

英
語
教
育
を
取
り
入
れ
て

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

可
能
性
を
広
げ
た
い
」

前
衆
議
院
議
員
・
元
財
務
副
大
臣
・
元
外
務
省
官
僚 

遠え
ん
ど
う藤　

乙お
と
ひ
こ彦 

氏

2004 年よりフィリピン共和国ケソン市で日本語
教室を運営し、国際的な人材育成と中小企業の
国際化を目標に語学教育や海外インターンシッ
プを推進。 写真左から橋本町長、大類理事長、遠藤代表

取締役社長兼所長、田山議員、増田教育長

　

２
月
22
日
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、

衆
議
院
議
員
を
６
期
務
め
ら
れ
、
現
在
は

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
総

合
研
究
所
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に

携
わ
る
遠
藤
乙
彦
代
表
取
締
役
社
長
兼
所

長
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
で
日
本
語
教

室
を
運
営
す
る
Ａ
Ｋ
Ｉ
財
団
法
人
の
大
類

晶
嗣
理
事
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
世
界
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
英
語

教
育
に
つ
い
て
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

橋
本
町
長　

近
年
の
日
本
で
は
、
世
界
で

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
に
精
通
し
て
い
る
お
二
人
に
、
世
界
で

通
用
す
る
英
語
教
育
に
つ
い
て
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

遠
藤
氏　

日
本
人

の
高
い
技
術
力
は
、

海
外
で
も
一
定
の

評
価
を
得
て
い
ま

す
が
、
英
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
た
め
、

諸
外
国
に
比
べ
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

打
破
す
る
た
め
に
は
、
早
い
時
期
か
ら
の

英
語
教
育
が
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
諸
国
の
小
学
校
で
は
、
英
語
教
育
は
す

で
に
実
施
さ
れ
て
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
イ
ン
ド
と
共
に
高
い
英
語
力
を
持
っ
て

国
内
外
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
て
い
る

の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
す
。

大
類
氏　

世
界
的
に
見
て
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
英
語
は
と
て
も
綺
麗
で
す
。
陽
気
な

国
民
性
も
あ
り
、
現
在
多
く
の
企
業
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
拠
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
学
校
の
講
師
や
オ
ン
ラ
イ

ン
英
会
話
ス
ク
ー
ル
の
講
師
も
、
世
界
中

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
主

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
町
長　

な
ぜ
そ
ん

な
に
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

英
語
が
世
界
で
選
ば
れ

て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

大
類
氏　

フ
ィ
リ

ピ
ン
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
植
民
地
と

し
て
、
母
国
語
の
タ
ガ
ロ
グ
語
と
は
別
に

第
二
言
語
と
し
て
英
語
教
育
が
行
わ
れ
て

き
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
が
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
自
身
が
外
国
語
と
し
て
英

語
を
学
習
し
て
い
る
た
め
、
１
カ
国
語
し

か
話
せ
な
い
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も
外
国
語

学
習
に
対
し
て
理
解
が
あ
り
、
教
え
る
の

も
上
手
で
す
。

　

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
小
学
校
か

ら
英
語
で
授
業
が
行
わ
れ
、
大
学
で
の
専

門
的
な
講
義
も
す
べ
て
英
語
、
教
科
書
も

英
語
で
書
か
れ
た
も
の
し
か
利
用
し
ま
せ

ん
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や
道
路
標

識
も
全
て
英
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
ハ
リ

ウ
ッ
ド
映
画
も
字
幕
無
し
で
放
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

橋
本
町
長　

な
る
ほ
ど
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
幼
い
頃
か
ら
英
語
に
接
す
る
機
会
が

日
本
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
い

で
す
ね
。

　

日
本
で
も
中
学
か
ら
大
学
ま
で
10
年
間

英
語
を
授
業
で
学
び
ま
す
が
、
大
学
卒
業

時
に
実
際
に
英
語
を
話
せ
る
人
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
で
す
よ
ね
。

遠
藤
氏　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
英
語
の
授

業
だ
け
で
な
く
、
そ
の

他
の
教
科
も
英
語
で
教

え
る
こ
と
で
、
最
初
は

ま
っ
た
く
英
語
が
話
せ

な
い
子
ど
も
た
ち
も
、

英
語
で
し
か
受
け
答
え
が
で
き
な
い
環
境

で
鍛
え
ら
れ
、
英
語
を
聞
き
取
る
・
話
す

と
い
う
実
践
的
な
ス
キ
ル
が
身
に
付
い
て

い
き
ま
す
。

大
類
氏　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
家
族
の
絆
が

強
く
、親
、子
ど
も
、兄
弟
を
養
う
た
め
に
、

常
に
良
い
仕
事
を
求
め
て
い
ま
す
。
比
較

的
待
遇
の
良
い
外
資
系
企
業
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
や
、
英
会
話
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
就

職
す
る
条
件
の
一
つ
と
し
て
高
い
英
語
力

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
家
族
を
支
え
る
と

い
う
明
確
な
目
的
が
彼
ら
の
英
語
習
得
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
町
長　

ぜ
ひ
、
境
町
に
も
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
英
語
教
育
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
力
を
高
め
、
将

来
の
選
択
肢
を
世
界
ま
で
広
げ
て
あ
げ
た

い
で
す
ね
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
教
育
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯

か
ら
選
ば
れ
る
自
治
体
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

遠
藤
先
生
、
大
類
先
生
、
本
日
は
お
忙

し
い
中
、
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

英
語
教
育
対
談

英語教育対談 a method of teaching English

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

境
町
の
小
・
中
学
生
に
先
進
的
な
英
語
教
育
を
！

グローバルビジネス戦略総合研究所代表取締役社
長兼所長。元外交官で衆議院議員（６期）、通商
産業政務次官、財務副大臣などを歴任。外務省時
代、JET プログラム、ワーキングホリデー制度を
実現推進。
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4 月 5月 6月 7月 8月 9月
平成
27年度

金額 56 万円 136 万円 195 万円 224 万円 417 万円 231 万円
設置箇所 3 箇所 4 箇所 11 箇所 14 箇所 24 箇所 26 箇所

平成
28年度

金額 654 万円 807 万円 685 万円 561 万円 718 万円 550 万円

設置箇所 35 箇所

10 月 11 月 12 月 １月 2月 3月
403 万円 308 万円 205 万円 384 万円 455 万円 460 万円 平成

27年度28 箇所 31 箇所 32 箇所 33 箇所 34 箇所 35 箇所
379 万円 445 万円 375 万円 512 万円 582 万円 - 平成

28年度35 箇所

800 万円

700 万円

600 万円

500 万円

400 万円

300 万円

200 万円

100 万円

0

茨城さかいソーラー株式会社

太陽光発電事業で

新財源創出

　

町
で
は
、
北
関
東
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
平
成
28
年
も
県
内
１
位
の
寄

付
額
と
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の
活
用

や
、
先
月
号
で
お
伝
え
し
た
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
を
積
極
的
に
獲
得
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
財

源
を
確
保
し
、
財
政
改
善
に
努
め
な
が
ら
も
、
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
26
年
８
月
か
ら
は
、「
茨
城
さ
か

い
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
町
の
公
共

施
設
の
屋
根
や
屋
上
、
町
保
有
の
遊
休
地
な
ど
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、
ク
リ
ー
ン
で
エ
コ

な
太
陽
光
発
電
及
び
売
電
事
業
を
行
い
、
新
た
な

財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　　　　

こ
の
売
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
は
３
，

５
２
５
万
円
の
売
電
収
入
が
あ
り
、
そ
の
内
、

８
０
０
万
円
が
町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
３
月
に
は
、
町
内
35
箇
所
の
発

電
設
備
が
全
面
稼
働
し
、
順
調
に
発
電
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
売

電
収
入
の
総
額
が
６
，
２
７
３
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
年
間
で
約
７
千
万
円
ほ
ど
の
売
電
収
入
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
町
へ
の
寄
付
も
、
昨
年
度
の

８
０
０
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
見
通
し
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
事
業
は
、
売
電
収
入
が
お
よ
そ
20

年
間
に
わ
た
っ
て
、
安
定
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
特

徴
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
20
年
間
で
売
電
収
入
は
お
よ
そ
12
億

円
に
な
る
計
算
で
す
。

　

ま
た
、「
茨
城
さ
か
い
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
」
の

役
員
は
、
町
長
、
副
町
長
を
始
め
町
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
が
務
め
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
無
報
酬
と

な
っ
て
お
り
、
本
来
か
か
る
は
ず
の
人
件
費
を
０

円
で
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

「
各
種
補
助
金
獲
得
」に
続
く

新
た
な
財
源
確
保
策

20
年
間
に
わ
た
っ
て

約
12
億
円
の
売
電
収
入
に
！

役
員
は
す
べ
て
無
報
酬

人
件
費
は
０
円
で
す
！

太
陽
光
発
電
事
業

 平成 27 年度　　  平成 28 年度

売電
総額

クリーンでエコな

太陽光発電を利用して

新たな財源を

生み出しています

6,273万円

3,525万円

（4 月～平成 29 年 2 月）

平成27年度

平成28年度
売上

町の安定した財源に開始2年で早くも約1億円の売電収入を創出

20年間で 12億円の売電収入に！

うち、町が使える財源は
5億円以上！

売電額が大幅にアップ！

茨城さかいソーラー株式会社
代表取締役

橋本 正裕
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交換交換 新設新設

市 町 村
防犯灯

設置総数（基）

LED
防犯灯数（基）

LED 化率

古  河  市 １３，６００ ３，０００ 約２２％

坂  東  市 ４，４４７ ３，３４５ 約７５％

八 千 代 町 １，４３０ 約５％を LED 化 約５%

五  霞  町 ８０４ ７０ 約９%

境　 町 ２，１１５ ２，１１５ １００%

町内の防犯灯や街路灯が、全灯ＬＥＤに交換
されました。今まで防犯灯は設置されてい
たものの、暗くて危険だった通学路などは、
LED 化により省電力で明るくなり、更なる安
全が確保されています。

　
町
で
は
、
町
内
の
夜
間
の
防
犯
・
交
通

安
全
及
び
環
境
対
策
の
た
め
、
各
行
政
区

か
ら
の
設
置
要
望
等
に
応
じ
て
防
犯
灯
の

設
置
・
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
、
器
具
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
電

気
料
金
や
交
換
等
に
要
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町
と
し
て

の
課
題
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
27
年
度

に
（
一
社
）
低
炭
素
社
会
創
出
促
進
協
会

の
「
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、
町
内
の
防
犯

灯
１
，
７
３
６
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
交

換
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
行
政
区

の
新
規
設
置
要
望
を
受
け
て
、
３
７
９
基

の
新
た
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
し
、
町

内
２
，
１
１
５
基
の
全
て
の
防
犯
灯
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

導
入
コ
ス
ト
の
縮
減
と
と
も
に
、
電
力
消

費
量
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
大
幅
に
削

減
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
以
降
の
電
力
不
足
や
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
貢
献
す
る
事
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

補助金活用で 1,736基をエコで明るい LEDに交換。
さらに、要望により 379基の LEDを追加し、
合計 2,115基の LEDが設置されます！

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

町
を
明
る
く
照
ら
す
Ｌ
Ｅ
Ｄ

境町は
100％

LED化！

近 隣 市 町 村 の 防 犯 灯 の 数 と LED 化 率

昼

夜

夜も明るくなり
子供たちの

下校時も安心！

境 二 中 前 も こ の 通 り！

とにかく明
るい！

町内全灯LED化町内全灯LED化
1,736 基 ＋379 基1,736 基 ＋379 基
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町
内
全
灯
L
E
D
化

境二中生徒会長

齋
さ い と う

藤  莉
り こ

胡さん

通学路の街灯を LED に
変えていただきありがと
うございます。以前は部
活で遅くなると不安があ
りましたが、安心して登
下校できるようになり、
とても嬉しいです。

境二中保護者

中
な か や ま

山  実
みのる

さん

今までの通学路はとても
暗く心配でしたが、今
回の街路灯の LED 化で、
夜も大変明るくなり、子
どもたちの帰りが遅くな
るときなども、安全性が
高まったと思います。

境地区交通安全協会境支部
副支部長

松
ま つ も と

本  正
ま さ み ち

道さん

今回、境町全域において、
街路灯が LED 照明器具
に交換され、安定した明
るさが保たれるようにな
り、地域の安全確保に多
くの効果が上がっている
と感じます。

防犯灯 LED化を
どう思いますか？

Voice



◎
寿
司
職
人
へ
の
道
の
り

　
私
は
、
昭
和
38
年
の
15
歳
ま
で
の
間
を
境
町

で
過
ご
し
ま
し
た
。
親
戚
の
柿
沼
金
物
店
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
東
京
の
深
川
に
本
店
を
構
え

て
い
た
初
花
寿
司
の
大
旦
那(

店
主)

と
兄
弟

だ
っ
た
た
め
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
紹
介
で
、

寿
司
職
人
を
目
指
し
て
上
京
し
ま
し
た
。

◎
厳
し
い
修
業
も
今
で
は
良
い
思
い
出

　
修
行
当
時
は
、
住
込
み
で
、
給
与
も
５
千
円

～
６
千
円
ほ
ど
、
月
２
回
の
休
み
は
あ
っ
た
も

の
の
、
生
活
し
て
い
く
た
め
に
ほ
ぼ
毎
日
休
ま

ず
働
き
ま
し
た
。
毎
朝
５
時
に
起
き
て
築
地
に

仕
入
れ
に
行
き
、
洗
い
物
、
し
ゃ
り
焚
き
や
仕

込
み
な
ど
翌
日
１
時
頃
ま
で
働
き
、
先
輩
に
怒

鳴
ら
れ
な
が
ら
仕
事
を
体
で
覚
え
る
日
々
の
繰

り
返
し
で
し
た
。

　
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
あ

る
時
、
巻
物
３
０
０
本
の
注
文
を
任
さ
れ
、
５

時
間
ほ
ど
で
す
べ
て
を
巻
き
終
え
て
お
客
様
に

喜
ば
れ
た
こ
と
な
ど
、
今
で
は
良
い
思
い
出
で

す
。

　

そ
の
後
、
独
立
し
、
埼
玉
県
春
日
部
市
で

暖の
れ
ん簾

分
け
さ
れ
た
店
舗
を
構
え
て
い
ま
し
た

が
、「
初
花
」
の
二
代
目
か
ら
何
度
も
お
願
い

さ
れ
、
現
在
は
「
初
花
」
の
会
長
と
し
て
、
参

議
院
議
員
食
堂
・
衆
議
院
議
員
食
堂
・
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
に
３
店
舗
を
構
え
て
い
ま
す
。

◎
寿
司
職
人
と
し
て
の
こ
だ
わ
り

　
お
客
様
の
突
然
の
注
文
に
も
出
来
る
だ
け
応

え
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
即
興
で
創
作
寿
司
や

細
工
寿
司
を
握
る
の
が
好
き
で
す
。『
ま
ず
目

で
食
べ
て
か
ら
、
口
で
食
べ
る
』
寿
司
づ
く
り

で
は
誰
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
。
あ

と
10
年
～
15
年
は
現
役
で
寿
司
を
握
り
た
い
で

す
ね
。

◎
境
町
に
つ
い
て

　
境
町
は
今
で
も
年
に
数
回
、
お
墓
参
り
な
ど

で
訪
れ
ま
す
。
今
は
離
れ
て
い
ま
す
が
、
ふ
る

さ
と
境
町
の
発
展
を
い
つ
も
願
っ
て
い
ま
す
。

情
熱「
境
」で
は
、境
町
在
住
・
出
身
の
方
、ま
た
境
町
に
縁
の
あ
る
方
で
、芸
術
、

音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。

第
15
回
は
、
日
本
の
政
治
の
中
心
と
な
る
永
田
町
の
国
会
議
員
食
堂
で
、
日
々

進
化
し
た
寿
司
を
提
供
し
続
け
る
境
町
出
身
の
寿
司
職
人
、「
初
花
」
会
長
の

石
原
良
博
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　～国会議員食堂で腕を振るう寿司職人～

 「寿司なら誰にも負けない自信があります」

第 15 回

【略　歴】
◆石原 良博 （いしはら よしひろ）
　昭和 23 年 1 月 5 日境町で生まれる。
長田小、 境一中を卒業し、 15 歳の時に
寿司職人を目指し上京。 寿司 「初花」 に
て修業を積み、 その後暖簾分けで春日部
に店舗を構える。 50 代で東京へ戻り 「初
花」 会長に、 それ以来主に国会議員を相
手に腕を振るう。 平成 18 年には、 寿司
職人として文京区より匠の称号を受ける。

情
熱
境

茨城県町村会

　

２
月
16
日
、
茨
城
県
市
町
村
会
館

に
お
い
て
、
県
内
各
町
村
の
発
展
に

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、

自
治
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
境

町
か
ら
民
間
自
治
功
労
者
と
し
て
染

谷
勝
子
さ
ん
、
篠
崎
正
貴
さ
ん
の
２

名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

染
谷
さ
ん
は
、
社
会
教
育
委
員
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
評
議
員
、
境
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
監
事
な
ど
27
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
教
育
・
福
祉
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
舞
踊

団
体
・
五
ツ
輪
会
の
会
長
と
し
て
も
、

介
護
施
設
を
慰
問
す
る
な
ど
積
極
的

な
社
会
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
篠
崎
さ
ん
は
、
境
町
体
育

協
会
の
理
事
、
副
会
長
を
35
年
間
の

永
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
公
式
空
手
部
・
八
勝
会
の

会
長
と
し
て
も
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀

を
励
行
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
積
極

的
な
活
動
を
し
て
お
り
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
の
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

境
町
か
ら
２
名
の

自
治
功
労
者
が
表
彰

自治功労者表彰

五ツ輪会 会長　染
そ め や

谷　勝
か つ こ

子さん八勝会 会長　篠
し の ざ き

崎　正
ま さ た か

貴さん

表彰式に参加された皆さんでの記念撮影（前列右から 2番目が染谷さん）

自
治
功
労
者
表
彰

スポーツ振興の発展に貢献 教育・福祉の発展に貢献

式当日欠席に
つき、橋本町
長から表彰状
を伝達される
篠崎さん

表彰式後の懇
親会で橋本知
事と握手をす
る染谷さん

長 年 に わ た る 功 績 を た た え て

お
客
様
へ
の
心
を
握
る
寿
司

石い
し
は
ら原

　
良よ

し
ひ
ろ博

茨城県町村議会議長会
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最
新
消
防
車
両
無
償
貸
与

最
新
鋭
の
消
防
車
両
で

地
域
防
災
力
を
強
化
！　

　
３
月
１
日
、
役
場
正
面
玄
関
前
に
お

い
て
、
総
務
省
消
防
庁
よ
り
、
境
町
消

防
団
第
10
分
団
へ
の
消
防
車
両
の
引
渡

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
一
昨
年
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の

教
訓
か
ら
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
や
災

害
時
の
相
互
支
援
、
地
域
住
民
の
安
全・

安
心
や
生
命
の
保
全
の
た
め
に
、
よ
り

一
層
の
救
助
資
機
材
の
充
実
強
化
や
速

や
か
な
整
備
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
も
、

消
防
団
が
将
来
に
わ
た
り
地
域
防
災
力

の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
あ
る
と
し
、
地
域
密
着
性
や
大

き
な
要
員
動
員
力
が
あ
る
消
防
団
の
役

割
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
消
防
団

の
装
備
お
よ
び
訓
練
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
消
防
団
の
車

両
や
救
助
資
機
材
の
整
備
を
市
町
村
に

無
償
で
貸
し
付
け
る
制
度
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
28
年
度
の
救

助
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
無
償
貸
付
制
度
に
申
請
を
し
た
結
果
、

全
国
の
市
町
村
で
５
台
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
う
ち
、
１
台
が
境
町
に
貸
し

付
け
ら
れ
、
境
町
消
防
団
第
10
分
団
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

最新消防車両が無償貸付

▶︎消防車両の説
明を受ける団員
の皆さん

▲今回無償貸付された最新鋭の消防車両

▲引渡式に参加された皆さん

地域住民の安全や生命の保全のために救助資機材を強化
境町消防団
第 10分団

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

家庭の負担を減らすために
高校生と 20 歳までの学生が利用できる
医療費助成制度をぜひご利用ください

　町では、少子化対策の充実及び子育て家庭への
支援として高校生及び 20 歳までの学生に保険診
療分の一部負担金の助成を行っています。

■内　容　
病気やケガ等で医療機関において診療を受けたと
き、健康保険適用内の自己負担分の一部を助成し
ます。
■対象者　
高校生
20 歳までの学生（大学及び専門学校等）所得制限あり
■外来自己負担額　
医療機関ごとに 1 日 600 円，月1,200 円限度
■入院自己負担額　
1 日 300 円、月 3,000 円を限度
■申請に必要なもの　
健康保険証、金融機関の預金通帳、印鑑（認印）、
学生証（19 歳及び 20 歳の方）

成人された学生の皆さんへ
保険料の支払いを社会人になってから

後納できる特例制度のご案内です

　国民年金に加入されている方で、学生の方には
「学生納付特例制度」があります。これは、在学中
に本人の前年所得が一定以下のとき、国民年金保
険料の納付がいったん全額猶予され、卒業後に納
めることができる制度です。猶予された保険料は、
10 年以内であればさかのぼって納めることが可能
です。さかのぼって納めなかった場合は、年金を
受けるための資格期間には算入されますが、年金
を受け取る金額には反映されません。なお、学生
納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態
には、障害基礎年金または遺族基礎年金を受け取
ることができます。
　申請は毎年度必要となります。卒業するまで学
生付納特例制度の適用を希望される方は、毎年忘
れずに申請を行ってください。

■対象者
学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、
専修学校及び各種学校等の学生・生徒で、学生本
人の前年所得が一定以下の方。
※一部の学校及び海外の大学等の学生については
学生納付特例制度が適用できません。その場合、

「納付猶予制度」（※本人及び配偶者の前年所得が
一定以下）をご利用ください。
■必要書類
・学生証（写し可）または在学証明書
・年金手帳（20 歳になった時に初めて国民年金の
資格を取得され、資格取得届を同時に出す場合は
不要）
・認印（学生本人が申請する場合は不要）
■申請方法
必要書類を持参し、役場保険年金課で申請
※平成 28 年度すでに承認を受けている方は、3 月
下旬に日本年金機構から免除申請のハガキが送付
されますので、必要事項を記入し返送ください。（平
成 29 年度の申請となります）

町からのお知らせ
NEWS

詳しくは役場保険年金課へお問合せください　☎ 81-1306（平日 8:30 〜 17:15）

国民年金保険料　学生納付特例制度

境町医療費助成事業

年金についてのご相談は
ねんきんダイヤルへ

ご利用ください
学生制度

☎ 0570-05-1165

全国 5台のうち、1台が境町へ配備 !!
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導を行っており、今回の交流会には中等部の４、５年生
（16 ～ 18 歳）の生徒 20 名が参加しました。交流会では、

長田小児童によるスペイン語での歌の披露やダンスなど
が行われ、児童・生徒たちは終始笑顔で交流を楽しんで
いました。

　中央公民館において、各種講座や自主グループの皆さ
んが１年間の学習成果を発表する「第 23 回境町生涯学習
フェスティバル」が開催されました。
　２日間で全 39 団体から 700 名以上の方々が参加し、各
教室の歌やダンス、楽器演奏などのステージ発表や、境
一中・境二中・境高校吹奏楽部の演奏、境高校演劇部に
よる劇などが行われました。その他、茶道教室によるお
茶会や女性学級・生涯学習推進協議会によるお赤飯とけ
んちん汁の販売も行われました。2 日目の最後には、フィ
ナーレとして、参加者全員での「ふるさと」の合唱が行
われ、会場は大いに盛り上がりました。
　また、３月 18 日（土）～ 25 日（土）には、ふれあい
の里において、書道や生花、絵手紙などの作品展も行われ、
多くの来場者で賑わいました。

2/18・19

「好き♥」を発表するとっておきの日
第 23 回境町生涯学習フェスティバル

　２月 19 日、ファミール境にて、青木勝榮さん（松岡町）
の 100 歳を祝う会が開かれ、ご家族や入所者の方々と長
寿を祝いました。
　青木さんは、食事や歩行等を自力で行っており、現在
でも毎日、ベランダの掃除など自分でできることを日課
として、規則正しい生活を送っています。
　また、２月 20 日には、塚崎の自宅にて、齊藤さいさん
が 100 歳の誕生日を迎え、ご家族の皆さんと誕生日を祝
いました。
　齊藤さんは、週に４日デイサービスを利用しながら、
自宅で穏やかに生活を送っています。自宅では、こたつ
に入って相撲中継を見るのが好きで、現在は牛久市出身
の新横綱・稀勢の里関を応援する元気なおばあちゃんで
す。
　誕生日当日には、お二人の長寿を祝い、橋本町長と増
田教育長が、それぞれの方を訪問し、町からの感謝状と
記念品を贈呈しました。
　青木さんと齊藤さんの今後益々のご健康とご多幸をお
祈り申し上げます。

▲ 100 歳を迎えた青木さん（写真前列右から二番目）

祝 ‼100 歳
青木勝

か つ え

榮さん、齊藤さいさん

2/19・2/202/10

　町は、東電タウンプランニング（株）茨城総支社と地
域貢献型電柱広告に関する協定を締結しました。
　この協定は、地域の企業等に電柱広告のスポンサーに
なってもらうことで、広告スペースの一部を利用し、災
害時の避難所や施設案内などの公的な表示を無償で提供
していただくものです。
　避難所などを表示することで、災害時に有用な防災関
連情報を住民の皆さんに広く周知することが可能となり
ます。また、無償で提供してもらえることから経費の削
減にも効果が期待されます。

2/10

2/14

アルゼンチン・日亜学院生と長田小児童が交流

地域貢献型電柱広告に関する協定を締結

境特別支援学校校外学習　マイナンバーカードで住民票の写し取得体験

▲ 100 歳を迎えた斉藤さん（写真前列左）

▲日亜学院の生徒と長田小児童たちの記念撮影 ▲一緒に踊ったアルゼンチンのダンス

「フォルクローレ」

▲日亜学院の生徒を歓迎する長田小児童

▲締結式の様子（写真左：東電タウンプランニング（株）綿引総支社長）

▲境高校吹奏楽部による発表

▲来場者も一緒に参加した健康体操

▲フィナーレで行われた参加者全員による「ふるさと」の合唱

　アルゼンチン・日亜学院の生徒が長田小学校を訪問し、
交流会が開催されました。
　この交流会は、長田小の児童６名が、昨年 10 月に日
亜学院を訪問したのが縁で実現したものです。
同学院は、日本語教育をはじめ、日本の歴史や文化の指

とを目的とし、今回は高等部の３年生７名が参加しまし
た。生徒たちは、役場で職員に申請書の書き方や請求の
仕方などを教わり、コンビニでは、マイナンバーカード
を使い、店内のマルチコピー機でパスワードの入力方法
などを学びました。

　境町役場及び町内コンビニエンスストアにて、境特別
支援学校の生徒たちがマイナンバーカードを利用した住
民票の写しの取り方などを学びました。
　この校外学習は、就職などで必要な証明書の交付申請
を体験してもらうことで、生徒たちの自立を支援するこ
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職場の皆様も年齢無制限で募集
中ですので是非ご検討下さい。
総務課の方に限り入会金￥5000の
半額特別サービス、
体験レッスン無料でお待ちしています。

“17年3月号／半枠

生徒募集宜しくお願い申し上げま

す。

４・５月号予約お願いします。

荒川 携帯（090-3545-7528）

あなたの街の

仲人おばさん紹介

体験入会男女共に

3 ヶ月　 5,000 円 ※公的書類提出可能な方→
★お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

結婚相談室チャペル　　　　　　　　　　　　　　　の代表遠藤明美と申します。
真剣に結婚を考えられている方のみご相談ください。全力でお手伝いいたします。

この道 19年、仲人の達人！！
今すぐ・・・完全予約制

〒 306-0011　茨城県古河市東 3-5-13　イトーヨーカドー南側　

☎   0280-30-7070

▲コンビニで住民票の取り方を学ぶ生徒たち▲役場で申請書の書き方を学ぶ生徒たち



●境町44×175mmモノクロ

▲締結式の様子（写真左から徳永教授、石山会長、橋本町長）

 　町は、麗澤大学及びさしま茶協会とさしま茶のブラン
ド価値向上のため協定を締結しました。
　この協定では、江戸時代末期、さしま茶が日本茶とし
て初めて海外輸出に成功したとされる歴史的事実の詳細
を明らかにし、さしま茶のブランド価値向上につなげる
ことを目的としております。
　今後、さしま茶のルーツをたどる調査・研究が本格的
にスタートすることになります。

2/22
さしま茶のブランド価値向上へ
麗澤大学・さしま茶協会と協定締結

3/4
境町消防春季点検式を挙行　 境小６年生2名を一日点検官に任命

　境町体育協会スキー部（河口祐一部長）では、長野県
の軽井沢プリンスホテルスキー場において、町内の小・
中学生 34 名の参加のもと「境ジュニアスキー」を開催し
ました。
　この企画は、「親子スキー教室」とは異なり、スキーを
滑れる子を対象とした内容で、さらなる技術の上達を目
的とし、毎年実施されています。
　当日は天候にも恵まれ、スキー部の方々の熱心な指導
によって、レベルアップした滑りができ、参加者の皆さ
んは、大自然の素晴らしさを満喫しながら楽しい一日を
過ごしました。

2/19
境町体育協会「境ジュニアスキー」を開催

▲「境ジュニアスキー」に参加した皆さんの集合写真

【２　級】　中村　隼人さん
【３　級】　関　美咲さん

第184回全国商工会連合会珠算検定合格者
※次回、珠算検定試験は、
平成 29 年６月 18 日（日）になります。

▲写真左から加藤消防団長、宮野さん、

老沼さん、橋本町長

▲境町消防団による点検式の様子 ▲消防車両の点検の様子

防団長らが点検するものです。
　今年は、境小学校６年生の老

お い ぬ ま

沼一
ひ と し

獅さんと宮
み や の

野響
ひ な

愛さ
んが一日点検官を務め、また、Y’ pep エアロビクスクラ
ブの子どもたちが華麗なダンスを披露し、点検式に華を
添えてくれました。

　JA 茨城むつみ本店駐車場において、平成 29 年境町消
防春季点検式が挙行されました。この点検式は、消防防
災活動に従事する境町消防団（加藤正則団長）の士気を
高め、常に迅速で適切な活動が行えるよう人員・姿勢・
服装と機械器具を橋本町長や加藤団長、来賓、近隣の消
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さ
か
い
文
芸

俳
　
句

初
富
士
の 

常
に
も
勝
る 

雄
姿
か
な

※
初
富
士
と
は
元
旦
に
仰
ぎ
見
る
富
士
山
の
こ
と
。
最
近
は
、

境
河
岸
・
関
宿
城
・
富
士
の
霊
峰
を
被
写
体
と
す
る
利
根
川

堤
防
か
ら
の
眺
め
が
人
気
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
初

富
士
と
も
な
れ
ば
普
段
と
は
何
倍
も
の
荘
厳
さ
と
雄
大
さ
を

感
じ
る
の
で
あ
る
。

元
旦
や 

子
等
は
四
角
く 

畏
か
し
こ

ま
り 

※
正
月
を
迎
え
る
と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
子
ど
も
た
ち
は

「
借

り
て
き
た
猫
の
よ
う
」
に
お
と
な
し
く
な
る
も
の
ら
し
い
。
し

か
も
、
そ
れ
は

『お
年
玉
』
を
手
に
入
れ
る
迄
の
瞬
間
芸
の
様

な
物
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
・
・
・
。
正
月
の
悪い

た
ず

ら戯
っ
子
の
生
態

が
面
白
く
描
か
れ
て
い
る
。

元
旦
や 

年
に
一
度
の 

便
り
待
つ　
　
　

 

※
新
年
の
楽
し
み
の
一
つ
に
朋ほ

う
ゆ
う友

知ち

き己
か
ら
届
く
年
賀
状
が
あ

る
。
最
近
は
、
「結
婚
し
ま
し
た
」
「家
族
が
増
え
ま
し
た
」
な

ど
を
写
真
付
で
知
ら
せ
る
内
容
が
主
流
と
な
っ
た
。
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
賀
状
だ
が
、
心
を
大
事
に
す
る
の
が
日
本
の
文
化
。

大
切
に
し
た
い
。 

「
元
旦
・
初
富
士
・
寒
雀
」
他
当
季
雑
詠

兼題

一
月
二
十
一
日　

境
町
文
化
協
会
俳
句
部

仁
き
み
代

光 　

夫

目
覚
め
れ
ば 

初
富
士
ら
し
き 

お
ぼ
ろ
夢

初
富
士
や 

雪
の
威
勢
を 

裾
野
ま
で

愚
痴
ひ
と
つ 

垂た

れ
る
で
も
な
く 

寒
雀　
　
　
　
　

初
富
士
や 

幾い
く

と

せ年
変
ら
ぬ 

日
本
一　
　

厨
ご
と 

今
年
の
味
を 

大お
お
あ
し
た旦　

　
　
　

初
富
士
や 

澄
み
た
る
空
に 

凛
と
立
つ　
　
　
　
　

元
旦
や 

揃
ふ
笑
顔
に 

陽
が
差
し
て　
　
　
　
　

元
旦
や 

一
人
籠こ

も

っ
て 

何
想
う　
　
　

初
富
士
を 

拝
す
果
報
の 

隠
居
部
屋　
　
　
　

元
朝
や 

老
い
も
ほ
ん
の
り 

薄
化
粧　
　
　
　

幸 　

子

譲 　

一

ち
か
ら

登
弥 　

生

久 　

子

正　

六

香　

こ

き
よ
乃

な 　

か

短
　
歌

屠と

そ蘇
の
膳 

囲
み
て
楽
し 

子
や
孫
と 

話
は
ず
み
て 

刻と
き

す
ぎ
ゆ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
き 

年
を
迎
え
る 

よ
ろ
こ
び
を 

羽
ば
た
く
鶏
に 

願
い
を
こ
め
て　
　
　
　
　
　
　

咲
き
初そ

む
る 

庭
の
蝋
梅 

朝
日
う
け 

目
映
く
光
る 

元
日
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散
歩
道 

ふ
と
ふ
り
向
け
ば 

影
づ
た
い
梅
の
蕾
も 

膨
ら
み
は
じ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暗
黒
の 

宇
宙
へ
何
の 

発
信
か 

水す
い
き
ん
く
つ

琴
窟
の
音ね 

こ
だ
ま
し
ひ
ろ
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝋
梅
の 

花
は
三
つ
四
つ 

咲
き
初は

じ

む 

バ
ッ
ク
ゆ
ら
し
て 

孫
保
育
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
明
け
て 

悲
し
い
知
ら
せ 

友
の
死
に 

浮
か
ぶ
は
優
し
い 

い
つ
も
の
笑
顔　
　
　

 　
　
　
　

 

　

孫
ど
も
が 

よ
り
て
た
の
し
き 

正
月
は 

吾
に
は
淋
し
き 

老
い
た
る
素
肌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
遠
し 

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と 

霜
を
踏
む 

狭さ

に

わ庭
に
の
こ
る 

て
っ
せ
ん
の
蔓つ

る　
　
　
　
　
　
　
　

良
し
き
事 

悪
し
き
事
を
も 

ぬ
ぐ
い
さ
り 

除
夜
の
鐘
鳴
る 

百
八
つ
問
う　
　
　
　
　
　
　

戦
死
し
た 

優
し
き
父
は 

人
気
者 

気
立
て
も
良
く
て 

世
話
が
大
好
き

境
短
歌
会　

山
鳩

　

三
月
に
入
り
本
格
的
に
春
を
迎
え
ま
す
が
、
春
と
は
万
物
が
芽
ぐ
み
生

え
伸
び
る
。
つ
ま
り
、
張
る
季
節
の
意
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

五
日
は
啓け

い
ち
つ蟄

に
あ
た
り
冬
ご
も
り
を
し
て
い
た
虫
も
春
の
暖
か
さ
に
誘

わ
れ
て
穴
か
ら
出
て
く
る
頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
雛
祭
も
あ
り
、
学
生
さ

ん
は
卒
業
の
時
期
を
迎
え
、
何
と
な
く
身
も
心
も
暖
か
く
な
る
感
が
致
し

ま
す
。
春
の
空
気
を
い
っ
ぱ
い
に
吸
っ
て
一
首
で
も
多
く
の
歌
が
作
れ
た
ら

幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川

上　

ヒ

サ

鈴

木　

喜

与

子

桜

井　

レ

イ

斉

藤　

敬

子

川

村　

米

子

風

間　

リ

ヨ
子

稲

田　

美

重

子

松

岡　

美

智

子

飯

田　

俊

子

本

島　

い
と

子

五
月
女　

三
枝
子
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町の人口と世帯数　※平成 29 年 3 月 1 日現在の常住人口（前月比）

■総人口 24,336 人（-24）　■男性 12,200 人（-4）　■女性 12,136 人（-20）　■世帯数 8,239 世帯（+1）
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